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(百万円未満切捨て)

１．2022年５月期第３四半期の連結業績（2021年６月１日～2022年２月28日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年５月期第３四半期 3,007 27.4 196 539.5 222 139.5 142 127.7

2021年５月期第３四半期 2,360 △37.3 30 △91.7 92 △75.4 62 △74.1

(注) 包括利益 2022年５月期第３四半期 150百万円( 126.7％) 2021年５月期第３四半期 66百万円( △72.8％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年５月期第３四半期 154.62 ―

2021年５月期第３四半期 67.90 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年５月期第３四半期 6,479 4,193 64.7

2021年５月期 6,352 4,071 64.1

(参考) 自己資本 2022年５月期第３四半期 4,193百万円 2021年５月期 4,071百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年５月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2022年５月期 ― 0.00 ―

2022年５月期(予想) 50.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　

３．2022年５月期の連結業績予想（2021年６月１日～2022年５月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,400 25.7 330 220.7 360 102.0 235 97.5 255.54

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年５月期３Ｑ 1,020,000株 2021年５月期 1,020,000株

② 期末自己株式数 2022年５月期３Ｑ 100,393株 2021年５月期 100,323株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年５月期３Ｑ 919,646株 2021年５月期３Ｑ 919,763株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行による深刻な景気後退から

官民が一体となり、段階的な経済活動の再開やワクチン接種の普及によって回復傾向にあるものの、ウクライナ問

題による地政学的リスクの発生、半導体部品を始めとする一部の製造部品の不足など、生産活動への悪影響が顕在

化しており、先行きが不透明なまま推移しております。

このような状況の下、当社グループは「お客様視点のものづくり」を基本原点に、新製品開発の促進、提案営業

の展開、保守サービスの充実、付加価値の改善等に取り組み、当連結会計年度の課題では新しいタケダをアピール

しようとコーポレートロゴの商標変更、新製品のブランディング活動を展開し、製造納期の長期化、収益の改善で

は内製化と生産性の向上で対応しようと注力しております。当該感染症の影響は第49期(2020年５月期)の第４四半

期から続き、展示会の中止による商機の消失、お客様の機械稼働率の低下といった状況から立ち直りつつあるもの

の、当連結会計年度から新たに鋼材価格の高騰、部品納期の長期化といった影響を受け、予断を許さない事業環境

は継続しております。

当第３四半期連結累計期間の売上高は3,007百万円(前年同期比27.4％増)、営業利益は196百万円(前年同期比

539.5％増)、経常利益は222百万円(前年同期比139.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は142百万円(前年

同期比127.7％増)となりました。

品目別売上高につきましては、形鋼加工機は1,917百万円(前年同期比44.5％増)、丸鋸切断機は220百万円(前年

同期比18.2％減)、金型は302百万円(前年同期比20.8％増)、受託事業・その他は122百万円(前年同期比0.1％増)、

部品は377百万円(前年同期比16.5％増)、サービスは66百万円(前年同期比1.0％減)となりました。

また、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等の適用による影響は、売上高は

52百万円、営業利益は19百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は9百万円減少しております。

なお、当社グループの事業は金属加工機械事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略して

おります。

（２）財政状態に関する説明

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は6,479百万円となり、前連結会計年度末に比べ127百万円増

加しております。

これは、主に現金及び預金が294百万円、棚卸資産が94百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が134百万円、

固定資産が94百万円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は2,286百万円となり、前連結会計年度末に比べ5百万円増加し

ております。

これは、主に長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む。)が255百万円、支払手形及び買掛金が141百万

円、未払法人税等が40百万円増加したこと、短期借入金が400百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は4,193百万円となり、前連結会計年度末に比べ121百万円増

加しております。

これは、主に利益剰余金が113百万円、その他有価証券評価差額金が8百万円増加したこと等によるものでありま

す。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年５月期の通期連結業績予想は、2022年１月14日付「2022年５月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値

との差異、通期業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」にて公表しました業績予想を修正しており

ます。詳細は、本日(2022年４月14日)発表の「2022年５月期通期の業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 789,253 1,083,495

受取手形及び売掛金 1,191,222 1,056,978

製品 1,305,610 1,129,350

仕掛品 175,739 425,932

原材料 378,134 399,127

その他 56,613 24,002

流動資産合計 3,896,572 4,118,886

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 550,733 535,244

土地 967,629 967,629

その他（純額） 439,496 402,799

有形固定資産合計 1,957,859 1,905,674

無形固定資産 146,371 125,093

投資その他の資産

繰延税金資産 51,995 40,903

その他 302,568 292,468

貸倒引当金 △3,140 △3,140

投資その他の資産合計 351,424 330,231

固定資産合計 2,455,655 2,360,999

資産合計 6,352,227 6,479,886

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 275,999 417,670

短期借入金 800,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 184,439 211,284

未払法人税等 9,562 49,565

賞与引当金 86,519 50,366

役員賞与引当金 12,500 9,375

製品保証引当金 2,681 10,566

その他 238,382 255,675

流動負債合計 1,610,084 1,404,502

固定負債

長期借入金 360,023 588,206

役員退職慰労引当金 64,287 71,874

その他 246,645 222,298

固定負債合計 670,956 882,378

負債合計 2,281,040 2,286,880

　



タケダ機械株式会社(6150) 2022年５月期 第３四半期決算短信

－ 5 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,874,083 1,874,083

資本剰余金 44,103 44,103

利益剰余金 2,337,962 2,451,364

自己株式 △168,870 △169,024

株主資本合計 4,087,278 4,200,526

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △16,091 △7,521

その他の包括利益累計額合計 △16,091 △7,521

純資産合計 4,071,187 4,193,005

負債純資産合計 6,352,227 6,479,886
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年６月１日
　至 2021年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2022年２月28日)

売上高 2,360,407 3,007,638

売上原価 1,726,993 2,146,907

売上総利益 633,413 860,731

販売費及び一般管理費 602,607 663,735

営業利益 30,805 196,996

営業外収益

受取利息 86 25

受取配当金 3,084 3,074

仕入割引 12,986 12,847

助成金収入 52,188 23,608

その他 14,281 5,976

営業外収益合計 82,626 45,533

営業外費用

支払利息 9,323 9,712

売上割引 10,277 ―

保険解約損 ― 9,377

その他 850 723

営業外費用合計 20,451 19,814

経常利益 92,981 222,715

特別利益

固定資産売却益 3,311 69

投資有価証券売却益 5,698 ―

特別利益合計 9,010 69

特別損失

固定資産除却損 425 424

特別損失合計 425 424

税金等調整前四半期純利益 101,565 222,360

法人税、住民税及び事業税 12,756 72,373

法人税等調整額 26,359 7,789

法人税等合計 39,115 80,163

四半期純利益 62,450 142,197

親会社株主に帰属する四半期純利益 62,450 142,197
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年６月１日
　至 2021年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2022年２月28日)

四半期純利益 62,450 142,197

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,063 8,570

その他の包括利益合計 4,063 8,570

四半期包括利益 66,513 150,767

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 66,513 150,767
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識

会計基準等の適用による主な変更点は、以下のとおりであります。

(1) 製品販売取引

一部の製品販売取引について、従来は出荷基準によって収益を認識しておりましたが、契約条件等に基

づき、これを検収基準によって収益を認識する方法に変更しております。

(2) 売上割引取引

従来は営業外費用として処理しておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

(3) 売上リベート取引

従来は販売費及び一般管理費として処理しておりましたが、取引の対価の変動部分の額を見積り、認識

した収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り取引価格に含める方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は52,523千円、営業利益は19,435千円、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益は9,048千円減少しております。また、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金は

1,204千円減少しております。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号 2020年３月31日)第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載

しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」(企業会計基準第10号 2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積り)

当第３四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「(重要な会計上の見積

り)、繰延税金資産の回収可能性」中の新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りの内容につい

て、重要な変更はありません。

なお、当該感染症が及ぼす影響については、将来における不確実性が高く、これが長期化した場合は、現在

の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定と大きく異なる可能性があります。

　


